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1 舗装の現状と課題 
 

　道路舗装は、市民の生活と社会を支える基本的な社会資本であり、道路利用者の安全かつ円滑

な交通を確保するとともに、快適な社会空間を形成する役割も果たしている。 

　これまでに建設・維持管理してきた道路舗装は、射水市の貴重な財産であり、市民サービスの

向上を図るため、今後も大切に保全していかなければならない。 

  一方、一般に舗装の寿命は約 10 年といわれており、適切な時期に適切な維持修繕が行われな

ければ、補修ストックは増加していく。したがって、この道路舗装を限られた予算の中で、いか

に効果的かつ効率的に維持修繕していくかが重要な課題となっている。 

　このようななか、国土交通省 道路局より道路舗装について以下のような要領が示され、射水市

においても、限られた予算の中でこれまで以上に道路舗装の効果的・効率的な維持管理を推進す

べく、ライフサイクルコストの考え方を視野に入れた舗装管理計画を策定した。 

　本計画は、射水市が管理する舗装を対象とした。 

 
総点検実施要領（案）【舗装編】　国土交通省 道路局　平成 25 年 2 月 
 
【目的】 
　「幹線道路を主として路面の状態を把握し、修繕の候補箇所を抽出すること、安全で円滑な交

通の確保及び舗装に係る維持管理を効率的に行うために必要な情報を得ることを目的に点検を実

施するものであり、あわせて第三者被害を防止する観点から、ポットホールへの穴埋め等応急的

な措置を行うこと」。 
 
 
舗装点検要領　国土交通省 道路局　平成 28 年 10 月 
 
【目的】 
　「舗装の長寿命化・ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）の削減など効率的な修繕の実施にあたり、

道路法施行令第 35 条の 2 第 1 項第二号の規定に基づいて行う点検に関する基本的な事項を示し、

もって、道路特性に応じた走行性、快適性の向上に資すること」 
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1.1 管理道路の現状 

射水市が管理する道路延長と舗装延長を表-1に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※As 舗装には、簡易舗装を含む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１級市道 84,769 ｍ 68 83,040 ｍ 678 ｍ 98.8 ％

２級市道 59,247 ｍ 83 57,340 ｍ 778 ｍ 98.1 ％

その他 712,542 ｍ 3,118 645,051 ｍ 28,255 ｍ 94.5 ％

合計 856,558 ｍ 3,269 785,431 ｍ 29,711 ｍ 95.2 ％

表－１　　管理道路の現状 （令和８年４月１日現在）　

舗装延長

As舗装 Co舗装
種別 延長 路線数 舗装率
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1.2 舗装の現状 

　現在の路面性状を表-2，図-1に示す。路面性状は令和 4 年度、令和 6 年度、及び令和 7 年度に

実施した路面性状調査の結果を 20m ごとに評価し、まとめたものである。 
 

表-2　MCIランク別延長 

 
 

 

図-1　MCIランク別延長割合 

 
 
 

MCI5.1以上 4.1～5.0 4.0以下

1級市道 26,446 9,263 6,942 10,241

2級市道 5,860 688 859 4,313

その他 12,675 2,144 3,567 6,964

計 44,981 12,095 11,368 21,518

種別
延長
(m)

MCI　ランク別延長 (m)
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2 舗装の維持管理の基本的な考え方 

2.1 舗装管理の基本方針 

　舗装の個別施設計画の策定は、診断結果を踏まえた適切な措置を行うことで、道路舗装の長寿

命化や舗装の維持修繕に関するライフサイクルコストの縮減を目指すものである。 
　舗装の個別施設計画は、「舗装点検要領 平成 28 年 10 月 国土交通省 道路局」の仕様に準じて

策定することとした。舗装点検要領の概要を図-2に示す。また、舗装点検要領の用語の定義を次

頁に示す。 
　 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2　舗装点検要領の概要 

 

大分類 小分類 分類 点検の方法 健全性の診断 措置 記録

高規格

幹線

道路等

Ａ

Ｂ

・基本諸元の把握

　舗装台帳・工事履歴等

　表層の供用年数を整理

・使用目標年数の設定

・点検手法

　目視または機器

　管理基準を設定

・点検結果から

　　　　適切に診断

・管理基準

　ひび割れ

　わだち掘れ、ＩＲＩ

（ＭＣＩなど

　　　複合指標も可）

Ｃ

・点検計画の立案

　膨大な

　　道路ストックを網羅

・点検手法

　目視または機器

　管理基準を設定

生活

道路等
Ｄ

・点検計画の立案

　膨大な

　　道路ストックを網羅

・巡視の機会を通じた

　　　路面の損傷の把握

道路の分類 基本的事項（メンテナンスサイクル）

損傷の

進行が

早い

道路等

高速走行など求められるサービス水準等を考慮し、走行性や快適性を重視した管理

・健全性の診断に

　　　　　基づく措置

・早期劣化区間

　詳細調査・修繕設計

　　　　　　　が必要

 ･点検・診断・措置の

　　記録・保存が必要

損傷の

進行が

緩やか

な

道路等

 ･点検結果から

　　　　適切に診断
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【用語の定義】 
　舗装点検要領で取り扱う用語の定義は、以下のとおりである。 
 
・修繕 
管理基準を超過した段階、若しくは早期に超過する見込みとなった段階で実施する切削オーバ

ーレイや、路盤を含めた舗装打換など舗装を当初の機能まで回復させる措置。これらの措置に

ついては表層が更新されるため、表層の供用年数は新たに累積させていくものとして取扱う。 
 
・補修 
管理基準未満で実施される、ひび割れ箇所へのシール材注入や、わだち部の切削など、現状の

舗装の機能を維持するための措置。よって、表層の供用年数は継続して累積させていくものと

して取扱う。 
 

（舗装点検要領P5 より抜粋） 
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分類 対象道路

分類Ｂ
・1級市道及び2級市道のうち、大型車交通量がN5交通以上の幹線道路
・交通量が多く、重要度が高いと判断できる道路

分類Ｃ
・上記以外の1級市道及び2級市道
・その他市道のうち、過去に路面性状調査を実施した道路

分類Ｄ ・上記以外の道路

2.2 管理道路の分類（グループ分け） 

　舗装の個別施設計画の策定に当たっては、以下の基準によって市道を分類B、C、及びD に分

類して管理することとした。各道路分類に該当する道路種別を表-3 に示す。 
 

表-3　管理道路の分類 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

参考として、舗装点検要領に示す道路の分類のイメージを図-3に示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図-3　道路分類のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 

　分類Ｂ　 

大型車交通量が多い道路、舗装が早期劣化する道路、その他同様の管

理とすべきと判断した道路。 

　分類Ｃ　 

大型車交通量が少ない道路、舗装の劣化が緩やかな道路、その他同様

の管理とすべきと判断した道路。 

　分類Ｄ　 

生活道路などを基本。 

道路の分類は適宜見直し、舗装の修繕が出来るだけ効率的に実施される

よう取り組むことが求められる。 

（舗装点検要領P6より抜粋）

【舗装点検要領・道路分類のイメージ】
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2.3 管理基準 

　舗装の管理基準には、路面の“ひび割れ率”，“わだち掘れ量”，“平たん性”から計算される舗

装の維持管理指数MCI（Maintenance Control Index）を使用することとした。 
射水市の舗装管理基準値を表-4に示す。 

 
表-4　管理基準（射水市） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
参考として、MCI の計算式を図-4に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-4　MCIの計算式 

 

MCI 維持修繕基準

5.1 以上 望ましい管理基準

4.1 ～ 5.0 修繕を行うことが望ましい

3.1 ～ 4.0 修繕が必要

3.0 以下 早急に修繕が必要

ＭＣＩは、舗装の修繕要否を判断する道路管理者側からみた指標であり、“ひび割れ率”，“わだち掘れ

量”，“平たん性”から計算される。数値は１０点満点で評価され、値が小さいほど路面性状が悪いこと

を表す。ＭＣＩは、下記の４つの式からそれぞれ計算し、最も小さい値を当該区間のＭＣＩとする。 

【舗装の維持管理指数 ＭＣＩ【MaintenanceControlIndex）】

MCI　 ＝　10 －1.48 C0.3－0.29 D0.7－0.47σ0.2 

MCI0　＝　10 －1.51 C0.3－0.30 D0.7 

MCI1　＝　10 －2.23 C0.3 

MCI2　＝　10 －0.54 D0.7 

 

 

C：ひび割れ率[%] 

D：わだち掘れ量[mm] 

σ：平たん性[mm] 
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2.4 点検方法・点検頻度 

道路分類ごとの点検方法と点検頻度の一覧を表-5に示す。　 
表-5　点検方法・点検頻度 

 
 
 

　　 
 

3 計画期間 

3.1 計画期間 

分類 C の道路の点検頻度が 10 年に 1 度であるため、中長期的なデータを考慮して個別施設計画

の計画期間を 20 年と設定した。 
 

3.2 修繕費用の見通し 

路面性状調査結果より、これから 40 年のシミュレーションを実施した。その結果、長寿命化を意

識した修繕では、従来の方法で行う修繕より費用を約 40%縮減できた。シミュレーション期間は計

画期間を基に、より長期的な推移を考慮して、40 年と設定した。 
 

 
図-5　予算シミュレーション結果 

分類

分類Ｂの道路

分類Ｃの道路

分類Ｄの道路 道路パトロールによる路面状況の把握

点検方法 点検頻度

目視を基本に必要に応じて機器を使用 １０年に1度

路面性状測定装置等による ５年に１度

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0

5

10

15

20

25

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

MC
I

累
積

の
修

繕
費

用
(億

円
）

供用年数

累積修繕費用（長寿命化を意識した修繕工法）

累積修繕費用（従来の修繕工法）

平均MCI（長寿命化を意識した補修工法）

平均MCI（従来の補修工法）

4.08億円

6.16億円

8.08億円

10.8億円
約40%縮減

13.31億円

21.14億円

　※1：「機器」とは、路面性状測定装置等の機器を指す 
※2：「目視」とは、画像撮影車を用いた目視調査を含む 



11 

4 対策の優先順位（修繕計画の方針） 
舗装の損傷状況、道路の重要性や利用状況、地域特性を考慮し、修繕の優先順位を決定する。 
ライフサイクルコストを縮減し、舗装の長寿命化を図るには、予防保全の導入が有効であるが、

舗装が著しく悪化している箇所は、瑕疵による事故の危険性が高くなる。 
したがって、短期補修計画において、損傷の大きい箇所を修繕し、その後予防保全型の維持修

繕へと変更を図っていくものとする。 
対策の優先順位は、以下のような考え方で設定した。 
 

① 道路の重要性 
管理道路の分類：交通量や重要度から、管理道路をB、C、およびD に分類し、重要度が高 
い路線を優先する。 

② 舗装の損傷状況 
平均MCI：MCI 値が小さく、早急に修繕が必要な概ね 200m 以上の区間を優先する。 

③ 補修の継続性 
令和 4 年度に修繕を行っている路線は、継続して修繕を実施する。 

④ 住民要望 
住民から要望の上がっている路線については優先順位を検討する。 

⑤ その他 
単年度で、修繕箇所が特定地区に集中している場合や修繕工法が偏っているときには調整を 
図る 
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5 舗装の状態 

5.1 診断結果 

　点検時の診断結果を表-6に示す。 
 
　　　図-6に示す診断結果より、令和 4 年度、令和 6 年度、および令和 7 年度に点検を行った路線の

うち分類B は 41％、分類C は 52％が区分Ⅲ（修繕段階）と診断された。 
 

表-6　点検診断結果 

 
図-6　診断結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｍ） （ｍ） （ｍ）

分類Ｂ 17,343 5,400 4,769 7,174

分類Ｃ 26,438 6,415 6,179 13,844

計 43,781 11,815 10,948 21,018

道路の分類 合計

区分Ⅰ
(MCI 5.1以上)

区分Ⅱ
(MCI 4.1～5.0)

区分Ⅲ
(MCI 4以下)

24%
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5.2 対策内容と実施時期 

　路面性状調査結果等から、以下の路線を措置が必要な箇所として選定した。措置が必要な箇所 
一覧を表-7 に示す。対策の優先順位は、令和 4 年度に実施した路面性状調査の結果を基に、11 
ページに示す考え方により決定した。路面性状調査の結果を次頁に示す。なお、表-7 に示した路

線については令和 5 年度から概ね 5 年間（令和 9 年度まで）を目途に措置を行う。 

 

 

表-7　措置が必要な箇所一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

措置内容については、FWD などによる詳細調査で適切に判断する 

舗装修繕計画一覧（令和5年度～令和9年度）

優先順位 道路分類 路線番号 路線名 分類 区分
面積
(㎡)

幅員
（m)

延長
（m)

補修工法

1 1級 5108 布目沢藤巻線 B Ⅲ 2,400 6.0 400 打換え

2 その他 5092 大門本江大白線 B Ⅲ 2,310 6.0 385 ｱｽｺﾝ打換え

3 その他 3438 金山３４３号線 B Ⅲ 5,134 8.5 604 打換え

4 1級 6001 大島北野鷲塚線 B Ⅲ 2,358 6.0 393 切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

5 1級 6001 大島北野鷲塚線 B Ⅲ 1,560 6.0 260 切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

6 1級 2320 朴木赤井線 B Ⅲ 1,876 7.0 268 路上路盤再生

7 2級 7007 白石１号線 C Ⅲ 4,245 6.5 653 ｱｽｺﾝ打換え

8 その他 3207 戸破１７７号線 C Ⅲ 1,284 8.5 151 ｱｽｺﾝ打換え

9 その他 1822 今井小杉白石線 B Ⅲ 3,402 6.0 567 ｱｽｺﾝ打換え

10 1級 6015 八塚串田線 B Ⅲ 960 7.5 128 ｱｽｺﾝ打換え

11 1級 6015 八塚串田線 B Ⅲ 774 9.0 86 ｱｽｺﾝ打換え

12 1級 6009 赤井生源寺線 B Ⅲ 2,400 7.5 320 路上路盤再生

13 1級 6001 大島北野鷲塚線 B Ⅲ 4,008 8.0 501 切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

14 1級 2314 七美本江中線 C Ⅲ 4,868 5.5 885 ｱｽｺﾝ打換え

15 その他 3077 三ケ７９号線 C Ⅲ 3,114 6.8 458 ｱｽｺﾝ打換え

16 1級 6009 赤井生源寺線 B Ⅲ 1,875 7.5 250 路上路盤再生

17 1級 5002 大門針原線 B Ⅲ 5,620 10.0 562 切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

18 その他 1822 今井小杉白石線 B Ⅲ 3,006 6.0 501 ｱｽｺﾝ打換え

19 1級 2312 七美中野海老江七軒線 C Ⅲ 3,038 7.0 434 ｱｽｺﾝ打換え

20 1級 5002 大門針原線 B Ⅲ 3,360 8.0 420 切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

21 2級 5031 大門西広上線 C Ⅲ 4,560 6.0 760 路上路盤再生

22 2級 5024 水戸田宿屋線 C Ⅲ 4,794 8.5 564 ｱｽｺﾝ打換え

合　　　計 66,945 9,550 




